
２　個別事業評価調書

事業期間

総事業費 998 本年度事業費 998 交付金交付額 499

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)

事　業　名

事業の概要

事
　
　
　
業
　
　
　
評
　
　
　
価

団体名：与謝野町

勤労者総合福祉センター整備事業

　本施設は各種行事活動の場として広く活用されているが、今後も広く活用されるために、良好な維持管理を
行い、利用者の安全性・快適性の向上を図るものである。今回、玄関自動ドアの故障により、外側ドアと内側ド
アの間に設けられた風防室が役割を果たさず、空調の効率が悪くなっているため改修を行う。

　・玄関自動ドア取替え(外側、内側）

平成21年度

事業の有効性

事業の必要性

事業の効率性

　１　事業ごとに本様式を作成すること。
　２　「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

　本施設は各種行事活動の場として広く活用されているが、今後も広く活用されるために、良好な維持管理を
行い、利用者の安全性・快適性の向上を図るものである。

  本施設の安全・快適性を向上させることで、町民及び中小企業に雇用される勤労者の福祉の増進が図ら
れ、子どもから高齢者まで、いきいきと社会参加できる「安心と生きがいのある福祉のまちづくり」に資する。

　施設を安心・安全に維持することにより、町民相互の交流を深める場を提供し、健康で心豊かな住みよいま
ちづくりに資するとともに、勤労者の雇用の安定に資するものである。

具体的な成果

　本施設は、多目的ホール（300人収容可能）等を有し、各種団体、企業の会合や研修会、講演会や式典等に
幅広く利用されていることから、施設を安心・安全に維持し運営することが必須となっている。

　町内外から多くの人が集う本施設を整備することで、住民の安心・安全の確保に繋がる。

　本事業により施設の利用者の利便性向上にも繋がり、施設の利用数も増加する。

　玄関ドアを改修することにより、風防室がその役割を果たし、外側、内側の２枚の玄関ドアの開閉により室内
の冷気又は暖気が外に漏れにくくなることで、効率の良い空調ができ、良好な維持管理に資する。


